
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

企業からの来客対応者と求人票整理担当者の分業を図る。

就職指導担当者と進学指導担当者の分業を図る。

進路指導教室に加え、クラス別ＨＲでも進路指導に関する活動を１回以上
設けて、職業観を育成する。

在校生の就業先を夏季休業中に全教職員で職場訪問する計画を作成し、
実施することで雇用の継続と拡大を図る。

年度内に１つ以上の資格取得に挑戦するよう生徒に働きかけ、前年度の資
格試験受験者延べ人数４４人以上の出願者を目指す。

面接対策指導の充実に加え、生徒が応募期限間近に履歴書を作成するこ
とがないよう、学年団と進路指導部で指導する。

生徒のリクエストメニュー活動を実施し、食への関心を高める。

三工定農園で作物を育て、収穫を行うことで自然の恵みや勤労の大切さを
学ぶ。

生徒会を中心に学校行事の充実を図り、生徒全員が本校定時制の一員と
しての自覚と誇りを持つことができるような学校づくりに努める。

学校生活アンケート等を毎月実施し、集計後に教育相談委員会を開き対応
する。

卒業予定者の就職・進学の進路実現を図る指導体制の改善

保健食育部

生徒一人ひとりの心身を守り、安心・安全な学校生活を送れ
る環境を作る

個々の生徒の課題の対応について、クラス担任およびスクールカウンセ
ラー等と連携して方向性を確認し、支援をしていく。また、関係機関との連
携を図る。

進路指導部

キャリア教育の充実と就労支援

登校前にスマートフォンでの健康チェックを行う。

教室等のこまめな換気、消毒を行い感染予防に努める。

食育の推進を図り、生徒の偏った栄養摂取、朝食欠食などの
食生活の乱れについて改善を促す

学校給食を通して、望ましい生活習慣を身に付けさせていく。

生徒指導部

生徒の多様性に応じた指導・支援

全職員による毎週の生徒情報交換会や、外部から得られた情報を共有し、
生徒を理解するための一助にしていく。

授業のアクティブ・ラーニングやＩＣＴの活用を推進する。

資格試験の受験者及び合格者を増加させる。

出席・成績不振による原級留置や中途退学の防止

生徒の学力と学習状況を把握し、基礎学力の向上を図る。

統合型校務支援システムを活用し、教職員間で情報を共有する。

学級担任や教科担当が、授業で活用しやすい資料を作成する。

相談ボックスを設置して生徒に周知を図り、毎日確認を行う。

定期的に規定と校則の見直しや改善を図り、生徒の実態に即した取り組み
を行う。

安心・安全な学校づくりのための取組

全教職員が学校いじめ防止基本方針を理解し、いじめの未然防止・早期発
見のための組織的な対応を行う。

２　ものづくりを中心とした「三工ブランド化」の推進
　「ものづくり」をとおした地域貢献を推進するとともに、「三工ならでは」の活動を行う。地域や社会の健全で持続的な発展を
担う人材を育成するため、資格取得にチャレンジする。

３　授業技術を高め、「人を育てる授業」を展開する

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

教務部

社会の変化に柔軟に対応できる資質・能力の育成

観点別学習状況の評価を実施し、生徒の学習改善を促進する。

様式３

令和５年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立三池工業高等学校（定時制課程）

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
「地域とともにある学校」～地域産業の発展に貢献できる工業人の育成をめざして～
一般教養ならびに工業に関する基礎的・基本的な知識と技術の習得を重視し、社会の変化に対応できる能力の育成を目指す。一人ひとりの個性を大切にするととも
に、社会的自立の基礎となる学力、体力、豊かな心を培う。また、伝統と文化を尊重し、「知恩感謝」の念を持ち、我が国と郷土を愛する人材の育成を図る。

　「鍛ほめ福岡メソッド」の実践を推進し、「主体的・対話的で深い学び」に向けた「アクティブ・ラーニング」を行い、探求心の
向上を行う。最先端科学技術の進展・グローバル化・産業構造変化等にともない、必要とされる専門知識・技術も変化し、
高度化しているため、教師自らが自己研鑽に励み、ICTを用いた授業づくり、実践学習を通じた学習意欲の向上に努める。
生徒に「自覚努力」、「自学自習」の精神を育成することで学ぶ意欲、確かな学力の育成を図る。

４　ICTを活用した新たな学習スタイルの確立を図る
　生徒１人１台端末及び通信ネットワーク等のICT環境を活用し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図るこ
とで、生徒一人一人の資質・能力を確実に育成する教育活動及び教育ＤＸの実現を目指す。

５　修学支援を迅速に進める
　「チーム三工」として、遅刻や欠席を繰り返す生徒の適切な指導法を協議するとともに関係機関と連携しつつ、,生徒情報
を職員会議で適宜報告し組織的対応につなげる。また、「知恩感謝」の念を持ち、いじめや暴力のない安心安全な学校づく
りに努める。なお、就学と就業の両立を目指して、学校・家庭・職場間の連携を強化する。

６　組織的な道徳教育の展開
　道徳的実践力を高めるため、人としての在り方・生き方を身に付ける道徳教育を展開する。「凡事徹底」を図り、当たり前
のことを当たり前にやるのではなく、当たり前のことを人には真似できないほど一所懸命やる態度を涵養する。

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
【成果】
・クラス経営の指導体制充実による出席状況の改善
・授業規律の確立による学習意欲の向上
・組織的な生徒指導による中途退学者の減少
・学校行事の実施形態の工夫による生徒会活動の活性化
・第二種電気工事士、パソコン利用技術検定等の試験合格によ
　る資格取得の意欲・合格率の向上

【課題】
・新学習指導要領に対応した教科等横断的な授業の取り組みと
　３観点評価における指導と評価の一体化
・ＩＣＴを活用した更なる授業改善の推進及び教育ＤＸの実現
・規範意識向上のため、生徒指導力の向上と組織的対応の充実
・キャリアパスポートを活用したキャリア教育の定着
・生徒の多様性に応じた指導・支援のための教育相談の充実
・資格取得の指導体制の構築と「ものづくり」 教育の充実
・定時制の魅力が伝わる学校ホームページの改善及び地元地域
　等への広報活動の充実

１　キャリア教育の充実
　地域との連携を強化し、「生徒一人ひとりの多様な進路実現」に向けたカリキュラムを展開することで、就職だけでなく公務
員や大学進学等への進路指導体制の充実を図る。 多様な生徒の可能性を伸ばす指導を充実させることで、生徒一人ひと
りの多様な進路に応じた教育を行う。
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

実習内容を精選し、その目的を明示して、学力の向上に繋げる。

必要とされる資格を精選することで、計画的な資格取得を支援する。

生徒および保護者の機械・電気科満足度１００％を達成する

ものづくり教室等を積極的に行い、小・中学生への広報活動の充実に努め
る。

生徒一人ひとりに寄り添った教科指導、生徒指導に全教職員で取り組み、
卒業後も活躍できる生徒の育成に努める。

本校の教育課題に応じた研修会を年６回実施する。（広報活動、人権教
育、いじめ防止、教科等）

学校行事に保護者が多数参加していただけるように、早期の広報活動を徹
底する。

ネットワークの安定運用とＩＣＴを活用した効果的な授業の推
進を図る

学校行事の種々の場面でＩＣＴ機器の活用を推進する。

ＩＣＴを活用した新たな学習スタイルの確立を図るため、校務や授業へのＩＣ
Ｔ活用の研修や支援を行う。

システムの維持管理・セキュリティ対策など関係部門と連携してシステムの
安全・安心な維持を図る。

学校行事に関する連絡と集約、各分掌へ適切な調整及び支
援を行うとともに、教職員のスキル向上のための効果的な研
修を実施する

行事の実施案を早期に提示し、調整に時間的な余裕を持たせる。

機械・電気科

ものづくり教育の充実（教職員、生徒ともに専門性を高める）

専門科目および実習における観点別学習状況の評価を定着させ、生徒が
目標を持って主体的に授業に臨めるようにする。

企画情報部
（教育情報推進課含む）

教職員間で工業に関する技術・技能の継承を行う。


